
新型コロナは夏にも流行？／今年も熱中症に注意 

新型コロナウイルスは夏になって例年のように徐々に増加して

きました。軽症で受診されていない方も多く、実際にはもう少し患

者が発生しているようです。 

6月 9日までの 1週間で定点あたりの患者数は全国で 3.99人

で、大阪府は 2.38 人と全国以下です。都道府県別の最多は沖

縄の 19.58 人で、鹿児島 8.73 人、北海道 6.67 と続き、過去に見

られたような観光地の多い所で流行が始まっていると考えます。 

さらに乳幼児に多い夏型感染症が流行しています。大阪では

手足口病が急増し警報レベルになっています。A

群溶血性連鎖球菌咽頭炎も多い状況が長く続いて

います。さらに 1 歳児に多く、発熱と口の中の粘膜

にみられる水疱性の発疹を特徴とするヘルパンギ

ーナも急増してきました。十分注意してください。 

熱中症に注意～6月後半から猛暑～ 

暑い夏がやってきました。梅雨入りは遅れてい

ますが、気温は 6 月後半から全国的に高くなっており、しばらくは続く見込み

です。十分な熱中症対策が必要です。 

暑さの感じ方は人によって異なります。さらにその日の体調や暑さに対す

る慣れなどが影響しますので、体調の変化（特に感冒や下痢）に気をつけま

しょう。熱中症患者のおよそ半数は 65 歳以上の高齢者です。高齢者は暑さ

や水分不足に対する感覚機能が低下しており、暑さに対するからだの調整

機能も低下しているので、注意が必要です。 

 室内でも熱中症が発生しています。暑さを感じなくても室温や外気温を測定

し、扇風機やエアコンを使って温度調整するよう心がけましょう。室内でも、外

出時でも、のどの渇きを感じていなくてもこま

めに水分・塩分などを補給しましょう。持病（特

に糖尿病や高血圧、腎障害等）のあるかたは

主治医にもよく相談してください。一部の薬は

脱水になりやすくなります。また、マスクを着用

していると体に熱がこもりやすくなる一方、の

どの渇きを感じにくくなるので熱中症のリスク

は上がります。 

熱中症の初期症状はめまいや立ちくらみ、

筋肉のこむら返りや手足のしびれなど様々で

す。熱中症が疑われるときは、まずは日陰や

クーラーの効いている屋内など涼しい場所に

移動します。服をゆるめて熱を発散しやすく

し、冷たい飲み物で水分補給します。汗をかいて体内のナトリウ

ムが失われている場合は、水やお茶ではなく 100ml あたり 0.1～

0.2％の食塩を含んでいる飲料や経口補水液を摂取することで、

効率よく水分補給ができます。 
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